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私 の 理 論×実 践

まるで考古学ように現代の生活を細かく観察する“考現学”を学んだことで、普段の生活でも身の

まわりにあるコトやモノを、時にマニアックな視点で細かく観察する楽しさを知りました。そんな日常での

発見を生かして、ワークショップの授業では身近で見つけた面白いゴミをイラスト化したパネルや池袋

をテーマにした写真集を、ゼミナールでは野菜の栽培から料理までの流れを題材にした 「トマトデ

リョウリ」というオリジナルの対戦型カードゲームなどを制作。中には失敗したな……と後悔するもの

もありますが、そんな経験も新しいアイデアや表現を追求する糧になっています。

「新たなライフスタイルとは何か」を探究したい人。

マーケティングやブランディングに興味がある人。

ショップやイベントのプロデュースに挑戦したい人。

日常的な遊び場や非日常的なリゾート空間での、

“時間の過ごし方”や楽しみ方をデザインしてみたい人。

食やファッションなど、多様な要素が絡み合う

街や都市の文化を深く理解したい人。

自分の好きなものについて多角的に考察してみたい人。

ライフデザインのはじめの一歩は、
最も身近な自分の生活を変えてみること。

それがたとえ小さな変化でも、世の中に大きな変革をもたらす
可能性を秘めているのです。

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

表現学部  表現文化学科

FACULTY OF COMMUNICATION AND CULTURE

DEPARTMENT OF COMMUNICATION AND CULTURE

LIFE DESIGN COURSE

ライフデザイン
コース

担当教員

名 前 職 階 専 門

榎本 了壱 教授 情報デザイン、イベントプロデュース

影山 裕樹 専任講師
地域メディア、公共空間、コミュニティ、
メディア論

ヨシムラ ヒロム 専任講師 街文化、考現学、イラストレーション

このコースがめざすこと

「ライフデザイン」とは、暮らしの構成要素を

“編集”する作業。その出発点となるのは、

自らの経験に基づく知識を社会に役立つ知識

へと“編集”する作業です。

創造の原点は自分の知識や
思考プロセスの編集作業

さまざまな業界の第一線で活躍するプロデュー

サーやディレクター、コンセプター、マーチャン

ダイザーなどを招き、新たなライフスタイルの

創造に必要な“術”を学びます。

多彩なゲストスピーカーが
社会のリアルを紹介

大型商業施設での店舗運営やイベント企画、

商店街でのコミュニティスペースづくりのほか、

プロ仕様のグラフィックソフトを駆使したポスター

やチラシの制作にも挑みます。

実践的かつ創造的に
多彩なアウトプットに挑戦

「 2 1世紀の生活環境を楽しくデザインする」
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 成功も失敗もヒラメキの種に変えて。

まるで考古学ように現代の生活を細かく観察する“考現学”を学んだことで、普段の生活でも身の

まわりにあるコトやモノを、時にマニアックな視点で細かく観察する楽しさを知りました。そんな日常での

発見を生かして、ワークショップの授業では身近で見つけた面白いゴミをイラスト化したパネルや池袋

をテーマにした写真集を、ゼミナールでは野菜の栽培から料理までの流れを題材にした 「トマトデ

リョウリ」というオリジナルの対戦型カードゲームなどを制作。中には失敗したな……と後悔するもの

もありますが、そんな経験も新しいアイデアや表現を追求する糧になっています。

表
現
学
部 |

 

表
現
文
化
学
科

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

大切なのは、ファッションやグルメ、観光、エンタメなど、自分の

「好き」を主観的な「好き」だけで終わらせないこと。「好き」に

なったプロセスを客観的に分析し、自らの知識や経験をもとに、

他者にも当てはまるロジックやプロセスを導き出すことです。人が

特定の対象を好きになる過程を言語化して表現できれば、企業の

ブランディングやプロモーション活動など、社会での実践的なアク

ションにも役立つからです。

自分の「好き」が学びの原動力になる 卒業制作・卒業論文一例
●商店街に面した洋菓子店の店舗模型と
外観・内観デザイン（卒業制作）

●駅前公共空間を活用したファッション
ショーの企画および報告（卒業制作）
●都市計画デザインにおける地域コミュニ
ティの役割に関する研究（卒業論文）

●人生100年時代における高齢者のレクリ
エーションに貢献する大学のプログラムに
関するケーススタディ（卒業論文）

ライフデザインコースの“学びのフィールド”
「新たなライフスタイルとは何か」を探究したい人。

マーケティングやブランディングに興味がある人。

ショップやイベントのプロデュースに挑戦したい人。

日常的な遊び場や非日常的なリゾート空間での、

“時間の過ごし方”や楽しみ方をデザインしてみたい人。

食やファッションなど、多様な要素が絡み合う

街や都市の文化を深く理解したい人。

自分の好きなものについて多角的に考察してみたい人。

ライフデザインのはじめの一歩は、
最も身近な自分の生活を変えてみること。

それがたとえ小さな変化でも、世の中に大きな変革をもたらす
可能性を秘めているのです。

専門ゼミナール
コース初となる卒業生の卒業制作展にワー

クショップなどの多様な企画を組み合わせ、

より多くの方に参加してもらえるイベントと

して開催。３年生が企画運営を行い、テーブ

ルゲームの体験や巣鴨マップの作成、トーク

ショーなどを開催しました。

難波 旬
表現文化学科
街文化プランニング
コース※ ４年
東京都
駒込高等学校
出身
※現 ライフデザインコース

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

@ Taisho_hyogen

担当教員 客員教員

名 前 職 階 専 門

榎本 了壱 教授 情報デザイン、イベントプロデュース

影山 裕樹 専任講師
地域メディア、公共空間、コミュニティ、
メディア論

ヨシムラ ヒロム 専任講師 街文化、考現学、イラストレーション

名 前 職 階 専 門

サカキテツ朗 客員教授 街・コミュニケーションデザイン

ヴィヴィアン佐藤 客員教授 アーティスト、映画評論家
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私 の 理 論×実 践

2年次の考古学実習では、発掘現場の測量方法や埋蔵文化財の活用方法、土器や石器の測量図の

描き方や復元方法などをひと通り学びました。しかし、いざ発掘調査の現場に出てみると、土器とただの

石の区別がつかなかったり、遺構部分の土の色の違いがわからなかったり、測量図を描くのに時間が

かかったりと、力不足を痛感。また、思いのほか屋外作業や肉体労働が多く、実際にやってみて

初めてわかったことがたくさんありました。今後は現場で経験を積んで学びを深めつつ、卒業論文では

石包丁について研究しようと思っています。

文学部  歴史学科

FACULTY OF LITERATURE

DEPARTMENT OF HISTORY

CULTURAL HERITAGE AND ARCHAEOLOGICAL STUDIES COURSE

文化財・
考古学コース

日本・東洋の美術品・工芸品や考古資料（遺跡や出土品）、

博物館・美術館・古社寺などに興味がある人。

日本・東洋の歴史や文化を学ぶ意欲があり、

疑問に対して自ら行動・解決しようとする人。

博物館資料を適切に扱うための知識と技術を学びたい人。

または学芸員資格を取得したいと考えている人。

美術品・工芸品や考古資料の観察と分析をとおして

事実を明らかにする思考力を身につけたい人。

「こうすればもっとわかりやすいのに」「ここをもっと知りたいのに」
そう博物館や美術館で感じられるとしたら
文化財を扱う専門職の資質アリです。

このコースで本格的に勉強してみませんか？

ワンポイントアドバイス

こんなキミに学んでほしい

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

塚田 良道 教授 考古学、博物館学 埴輪や壁画など古墳時代の造形と絵画の研究、古代における日本列島と東アジアとの関係。

冨井 眞 教授 考古学、先史学 先史学・考古学の方法。過去の人間の、行為や行動、自然との関わり。

大島 幸代 専任講師 仏教美術史 日本や東アジアの仏像や仏画の研究。

このコースがめざすこと

卒業生は、研究者や博物館・美術館の学芸

員など、文化財・考古学の専門職に就くほか、

遺跡をめぐる旅行プランの企画や考古学関連

の編集職などで活躍することもできます。

歴史を見る目を養い
多様な業界で活躍

本コースでは「文化財（美術史・工芸史）」

「考古学」「博物館学」「文化財保存学」

の4分野を軸に、経験豊かな教員陣が指導。

文化財の価値を正しく評価する眼力を養います。

4分野の学びを軸に
史実を解明する力を養う

文化財・考古学の分野は、実物あってこそ。

博物館で実物を見て学び、実物に触れて保

存・修復方法を学ぶなど、博物館や美術館

の実務を体験できる機会もあります。

実物を見て触って学ぶ
実践型・体験型授業が充実

過去を未来に伝える語り部に

3つのポイント
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TOPIC

私 の 理 論×実 践 発掘現場で経験を積み、知識や技術を深化する。

2年次の考古学実習では、発掘現場の測量方法や埋蔵文化財の活用方法、土器や石器の測量図の

描き方や復元方法などをひと通り学びました。しかし、いざ発掘調査の現場に出てみると、土器とただの

石の区別がつかなかったり、遺構部分の土の色の違いがわからなかったり、測量図を描くのに時間が

かかったりと、力不足を痛感。また、思いのほか屋外作業や肉体労働が多く、実際にやってみて

初めてわかったことがたくさんありました。今後は現場で経験を積んで学びを深めつつ、卒業論文では

石包丁について研究しようと思っています。

文
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部 
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文化財・考古学コースでは、博物館での絵画や工芸などの文化

財展示を想定した「展示論」、野外での遺跡の測量技術を学ぶ

「考古学実習」など、学芸員や考古調査士の資格取得に必要

な知識や技術を修得する科目が充実しています。専門職人材と

して多くの卒業生を輩出してきた指導ノウハウを存分に生かした

カリキュラムになっています。

考古調査士や学芸員をめざす 卒業論文一例

●石鏃と動物遺存体からみる縄文時代中
期～後期の狩猟活動

●終末期古墳について
　― 八角墳を中心に ―

●正倉院宝物海獣葡萄鏡について

●東寺講堂五大明王像について

●関東の戦国城郭の築城技術
　― 石垣を中心に ―

文化財・考古学コースの“学びのフィールド”

大山 黎
歴史学科 
文化財・考古学
コース 4年

https://www.tais.ac.jp/faculty/syllabus/

シラバス

知のナビゲーター
教 員 紹 介

知のナビゲーター
教 員 紹 介

https://www.tais.ac.jp/chinavi/

教員情報

日本・東洋の美術品・工芸品や考古資料（遺跡や出土品）、

博物館・美術館・古社寺などに興味がある人。

日本・東洋の歴史や文化を学ぶ意欲があり、

疑問に対して自ら行動・解決しようとする人。

博物館資料を適切に扱うための知識と技術を学びたい人。

または学芸員資格を取得したいと考えている人。

美術品・工芸品や考古資料の観察と分析をとおして

事実を明らかにする思考力を身につけたい人。

「こうすればもっとわかりやすいのに」「ここをもっと知りたいのに」
そう博物館や美術館で感じられるとしたら
文化財を扱う専門職の資質アリです。

このコースで本格的に勉強してみませんか？

考古学実習
遺跡の発掘調査に必要な基礎的な技術や遺物

の記録方法、報告書の作成方法などについて

学び、実際に自分たちで手を動かしながら技術

を習得していきます。また、発掘調査を行う

社会的・学問的意義や考古学による災害史

研究などの理論についても学んでいきます。

担当教員

名 前 職 階 専 門 研究内容

塚田 良道 教授 考古学、博物館学 埴輪や壁画など古墳時代の造形と絵画の研究、古代における日本列島と東アジアとの関係。

冨井 眞 教授 考古学、先史学 先史学・考古学の方法。過去の人間の、行為や行動、自然との関わり。

大島 幸代 専任講師 仏教美術史 日本や東アジアの仏像や仏画の研究。
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